
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

（決算） （当初）

434 360

25年度 成果目標の達成状況

項目

倒伏等による施設への被害件数

合計 2,470 2,254 2,160

2,638

2,036

林務部

森林づくり推進課

 shinrin@pref.nagano.lg.jp

H18

カシノナガキクイムシ被害による枯損木を伐倒駆除し、倒伏などによる施設等への被害防止する。

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

　生活環境を保全するため、人家、道路及び社寺周辺等のナラ類のカシノナガキクイムシ被害木のうち、倒木等の危険のあるものを駆除
するとともに、地域で重要なナラ類などを、カシノナガキクイムシによる被害から予防する。

　平成16年の被害発生以来、区域の拡大を伴い被害量が増加し、平成22年に12,810本と過去最高の被害量となった。平成23年からは減
少してきているが、引き続き枯損木の倒伏などによる施設等への被害防止対策が必要となっている。

（単位：千円）　

H26 H27

（当初）

1,894 2,160

0 0 達成 0

事業番号 09 04 09 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 カシノナガキクイムシ防除対策事業 担
当
課

部局

実施期間 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

森林病害虫等防除事業補助金交付要綱、同要領

課・室

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail

施策の総合的展開

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

3多様な森林の整備の推進

1-4森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

２　防除対策事業
　　　被害木駆除
　　　予防事業

補助金

成果目標・
事業内容

項目 実施方法 H26事業実績

１　フェロモン活用防除技術検証事業 直接
人工フェロモンを活用したおとり丸太による、カシノナ
ガキクイムシの誘引捕殺駆除技術の実証　２箇所

被害木伐倒駆除56m3
予防事業　　粘着剤塗布19本　薬剤樹幹注入12本

2,470 2,160

合計（A) 3,365 2,160
0

26年度 27年度

当初予算 3,365

補正予算

区　　分（単位：千円） 24年度

Aの
財源

2,638 2,470

概　算
人件費

0.20 0.20 0.20 0.20

1,652

3,069 2,420 2,254

1,652

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

引き続き、防災上あるいは景観上重要なナラ林等の被害拡大を防ぐとともに、新たに発生した地域では初期段階の対策を徹底する。

目標に対
する成果
の状況

枯損被害が原因となる倒伏等による人家等への被害は確認されておらず、一定の成果は上がっている。

 概算事業費（B（A）+C） 4,721 4,072 3,906 3,812

1,652 1,652

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

2,101 1,654 1,574 1,440

1,264 984 896 720


